仕　　　様　　　書
１　植物公園における業務内容は、次に掲げるものとする。

　⑴　大温室、フクシア温室、展示温室、サボテン温室、栽培温室、冷房温室、熱帯スイレン温室及び展示資料館の冷暖房装置の運転操作。

　〔業務期間〕

	場
	区　　分
	 　　　　暖　　　　　　　房
	 　冷　　　　房

	
	
	
	
	

	
	
	 　　２４時間
	 　　１６時間
	     ９時間

	所
	運転時間
	
	
	

	 〇大   温   室
 〇展  示  温  室

 〇サボテン 温 室

 〇栽　培　温　室
	 ・ 4/1  ～ 4/15

 ・11/1  ～ 3/31
	 ・ 4/16 ～ 4/30

 ・10/16 ～10/31
	

	 〇熱帯スイレン
 　温　　　室
	 ・ 4/1  ～ 5/15

 ・10/16 ～ 3/31
	 ・ 5/16 ～ 6/15

 ・ 9/16 ～10/15
	

	 〇フクシア温室

 〇冷 房 温 室
	 ・ 4/1  ～ 4/15

 ・11/1  ～ 3/31
	 ・ 4/16 ～ 4/30

 ・10/16 ～10/31
	 ・6/16 ～ 9/15

 (休園日を除く）

	 〇展 示 資 料 館
	 　　　　　　９　時　間
	 6/16 ～ 9/15

（休園日を除く）

	
	
	
	

	
	 ・ 4/1  ～ 4/15

 ・11/1  ～ 3/31
	（休園日を除く）
	


注） 休園日：各週金曜日（金曜日が祝日か８月６日の場合は開園し、前日の平日を当たるときは、その前日を休園とする。）及び12月29日から１月３日まで。ただし、臨時開園する場合がある。（平成２６年度は別紙のとおり。）
　⑵ 自家用発電装置の保守点検及び保守管理。
  業務回数：週１回行うこと。

　⑶　冷暖房機室、電気室、発電機室及び従業員控室の冷暖房装置、衛生設
　備、給排水設備、電気設備、その他冷暖房に関する設備の保守点検及び
保守管理。

　（業務回数）

	項　　　目
	運転期間中
	運転期間以外

	 冷暖房装置
	 １日８回以上
	 １月１回以上

	 その他の諸施設
	 週１回以上
	 １月１回以上


　⑷　大温室、フクシア温室、展示温室、サボテン温室、栽培温室、冷房温
室、熱帯スイレン温室及び展示資料館の冷暖房に関する設備の保守点検
及び保守管理。

　　業務回数：運転期間中　　　１日４回以上

　　　　　　　運転期間以外　　１日１回以上

　⑸　各種冷暖房設備の整備等

	区  　分
	 業 務 内 容
	 回数
	 時期
	 　　備　　　考

	 大温室、フクシア温室の暖房設備
	 整　備
	 ２回
	 ５月

 ９月
	

	
	 煤じん測定
	 ２回
	 ４月

 12月
	

	 展示温室、サボテン温室、熱帯スイレン温室の暖房設備
	 整　備
	 １回
	 ８月
	

	
	 煤じん測定
	 ２回
	 ４月

 12月
	

	
	 性能検査
	 １回
	 ９月
	

	 栽培温室の暖房設備
	 整　備
	 ２回
	 ５月

 ９月
	

	 展示資料館の冷暖房装置
	 整　備
	 ２回
	 ５月

 10月
	

	 フクシア温室、冷房温室の冷房装置
	 整　備
	 ２回
	 ６月

 ９月
	


⑹その他の業務

	 　　業　務　内　容
	 　　業 務 回 数 ・ 時 期
	備　　考

	 軽易な修理、消耗品の取替え、潤滑油の注油等
	 随　　時
	

	 油、その他機器の燃料、潤滑油等の保有量等点検
	 運転期間中　１日１回以上
運転期間以外　１月１回以上
	ベゴニア温室地下タンク燃料点検含む

	 停電時におけるベゴニア温室ボイラーの運転復旧
	 随　　時
	

	上水道残留塩素量及び濁度の測定
	１日１回
	


２　乙は、業務に従事する従業員のうちから責任者を１名定め、責任者及び従
業員の住所及び氏名を甲に報告しなければならない。責任者又は従業員の変
更があったときも、また同様とする。

３　業務実施に当たっての留意事項

　⑴　乙所定の制服を着用するとともに、身分証明書を携行しなければならな
　　い。
　⑵　植物公園が公共施設であることを踏まえて、品位を保ち、言動に注意し、節度をもって業務を行うこと。

　⑶　開園時間中の公開場所では、緊急時以外は車両を運行しないこと。

　⑷　関係諸法令を遵守すること。

４　乙は、業務に支障を生じないよう、運転期間中は、常時ボイラー技士を業
務に従事させなければならない。

５　委託業務実施報告書は業務日誌及び月間報告書とし、業務日誌は翌日（休
園日にあたるときはその翌日）までに、月間報告書は翌月の１０日（ただ
し、３月分については、３月31日）までに提出して、それぞれ甲の確認を受
けるものとする。

６　運転期間中の各温室内の温度設定にあたっては、随時、甲の指示に従うこ
　と。
７　乙は、委託業務に必要な限りで、従業員の控室等甲の施設の一部を使用す
ることができるものとする。

８　委託業務を行うため必要な経費のうち、電気料・水道料及びガス料並びに
次に掲げるものは甲の負担とする。　　　　　　　　　　

　　ア　燃料・潤滑油
　　イ　軽微な修理に必要な材料

９　冷暖房設備の故障等により業務が施行できなくなったときは、契約金額の
変更等について甲・乙協議して定めるものとする。

10　この仕様書について疑義の生じた事項及びこの仕様書に定めのない事項に
ついては、甲・乙協議して定めるものとする。

